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マルチビームソナーを用いた浚渫施工管理システムとは？

１．グラブ浚渫やバックホー浚渫のリアルタイム施工管理を行うことが出来ます．

２．マルチビームソナーで3Dスキャンを実施し，実際の出来形を即座に確認することができます．

【主な機能】

【主なシステム構成】

１．SeaBat T20-Pによるマルチビーム測量システム

２．モーションスキャン装置（SS350），PDSドレッジパック or TMC

※通常のマルチビーム測量システムに，２のオプションを追加するだけで，浚渫施工管理
システムが活用できます．
➢起工測量，竣工検査は通常のマルチビーム測量として，
➢日々の出来形確認は浚渫施工管理システムとして，
ハイブリッド的な利用が可能です．



高効率なデータ取得

パンティルト装置による物理的なソナー角度の可変性と、ソナー側でのスワス幅（スキャン範囲）の電子的な可変を組み合わせ、
現場ごと、海底形状ごとフレキシブルに海底スキャニングを行います。

パン方向：±180°

ティルト方向：±40°程度

水深20mの海底を想定したとき、右図のように
半舷70°にスワス設定して、パン方向に10度/秒
で物理スキャニングさせることで、半径約55mの
前方範囲において、1m格子内に3点の測深点を
取得可能

scanning

70°

施工管理システムの全体像



ソフトウェアインタフェース PDSExcavator or TMC

↑：2次元平面ウィンドウ

自船（台船、掘削重機）の位置を、測深図上にプロットします。

グリッドは、スキャンごとに更新。

↑：3次元平面ウィンドウ

自船（台船、掘削重機）の位置を、3次元図にプロットします。

↑： 2次元断面ウィンドウ

自船（台船、掘削重機）とその近傍の海底の断面

図を表示し、目標掘削深度までのモニタリングを

行います。

重機内に配置されたパネルPCに映されるPDSインタフェースの例



ビームが細い

・高解像度
・ノイズレス
・多用途

●機種選定のうえで，ビーム幅がキーポイントになる●
・中深度対応
・高機能OP

ビームが太い

・可搬性良
・安価
・地形測量

・浅水域に強い
・RCボート対応
・小型軽量

深浅用マルチビームソナー取扱い機種



パンチルト装置によるMotionSCANとは

IMU

マルチビーム測深器

パンチルト装置

表層水中音速度計

SeaBat MotionSCANでは、高解像マルチビームソナーと、それを機械的に

水中で回転させるパンティルト装置、掘削機に取り付けられるセンサー、

それらからのデータを包括的に管理、解析するソフトウェアによって、浚渫

作業をリアルタイムで総合的に支援します。



パンチルト装置によるMotionSCANとは

・台船に直接艤装を行い、定点環境で広範囲の計測が

可能である。

→別途マルチビーム測深器を艤装した船を走らせる手間の削減

・ソナーを物理的に回転させることで、観測対象を狙う

最適なデータ取得状態を設定しやすい

→他スキャニングシステムより高品質なデータ

・スタンドアロンのSeaBatとして、一般的な船舶での

航走観測でも利用することができる

→首振り装置を引き続き使用することも可

→ICT認定機種である



浚渫施工管理システムの機器構成

各種水中音速度計
マルチビーム測深器
+パンティルト装置

マルチビーム測深器用測位動揺計

INS

施工管理システム用測位動揺計（起重機の構成による）

施工管理用PDSドレッジパック+コンピュータ

マルチビーム集録用PDSサーベイ+コンピュータ



Seabatのオプション機能

τ
FM Pulse

τ
CW Pulse

FM変調させたロングパルスを発信することで、測深解像度を維
持しながらも、ロングレンジ・低ノイズを可能にします。

X-Range機能

濁りのある工事現場で有効的

FM チャープ波

CW波：バケットで掘削直後の高濁度水塊が存在する場合、
通常のCW波では遠方が計測できない。

FMチャープ波：遠方まで超音波が届きやすくなり、高濁度
水塊の影響を回避しやすくなる。

CW波



機器配置・結線
←SeaBatが測深する地形をパネルPCで確認しながら、

目標深度に向けて、浚渫作業を行う

↑浚渫作業を確認しながら、
SeaBatとパンティルト装置の
制御を行う

有線もしくは無線LAN
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